
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

部局名

公民館管理運営事業

教育委員会

課室名 生涯学習課

事務事業名称決算書

220 頁

目　　　名

公民館費
予算

款 項 目

10 25

事
業
概
要

　○公民館施設管理事業・・・公民館施設の管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 公民館７館、分館５館（菅尾・白山・小富士・上緒方・大野）

　○公民館整備事業（きめ細か交付金事業）・・・公民館の整備・改修
　　　　・緒方公民館空調機器更新事業
　　　　・朝地公民館ホール空調改修工事
　　　　・犬飼公民館電気設備改修工事
　　　　・犬飼公民館駐車場整備工事
　　　　・大野公民館石積崩落復旧事業

　○公民館運営事業・・・領域別社会教育の推進と生涯学習の推進

　○自治公民館整備支援事業・・・各自治公民館の新築・改修に係る補助
　　　　・上小坂自治公民館新築工事
　　　　・市場１区自治公民館改修工事

予算現額
（千円）

事業内容（主な経費等）
市債国・県支出金

評価事　業　名
その他 一般

対
象

公民館施設の維持・
管理 73,472

決算額
（千円）

需用費

一般市民

63,648

目
的

臨／経

経常 公民館施設管理事業

社会教育及び生涯学習の推進

2

財源内訳

3,183 60,465

35,058

公民館運営事業

自治公民館の新築・
改修補助 3,000

領域別社会教育の
展開 報償費

公民館の改修・整備
工事

2,209

経常

臨時 公民館整備事業

臨時 自治公民館整備支援事業
負担金補助
及び交付金

工事請負費 53,580

2,829 2,331 749

3,35831,700

3

2

1,582

32,209

67,614計 132,881 3,183103,246 32,449 0



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

指標の設定理由成
果
指
標

指標名 目
標
年
度

a ｂ ｃ

総合計画・後期基本計画（基本施策　５－１－１）による
数値 ―

ｄ自主クラブ数

生涯学習機会の提供

公民館講座・教室数

Ｈ27

活
動
指
標

指標

数値

生涯学習機会の提供
―

Ｈ２１成果指標名 単位 Ｈ２０

目標 50件 目標 目標210件 目標

194192

単位活動指標名Ｈ２２ Ｈ２２

a

Ｈ２０ Ｈ２１

％
件

％

公民館講
座・教室数

48

自主クラブ
数 91.4

96.0 ％

92.4 ％

55

110.0

― ―

領域別社会教育事業及び生涯学習事業への参加者が固定化の傾向
にある

ｄ

48

％96.0
b

件
190

90.4 ％

21,500

69,240 67,135

組織再編の中で効果的な公民館運営の検討及び住民自らが学習に
取り組むための支援に取り組む

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１

72,143 91,557

Ｈ２２ Ｈ２３

96,740

c

3,183

32,449

103,246

対応（改善点等）

課題

方向性

５ヶ年の削減計画により削減
2,651

73,825

86,089

理由

うち経常 61,846

一般財源

64,768うち経常経費

国　　費

財
源
内
訳

66,249

69,152

67,614

71,174

8,000

62,047

そ の 他 2,903 2,922

市　　債

県　　費

減額
65,979

3
市民の健康と生きがい、コミュニティ
づくりに必要である。

3 法令に定められている

総合計画の項目であり妥当である3

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認

活動指標の分析

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認

 ④ 手段の
　  妥当性

広報により、全市民に呼びかけている3

着眼点

事業費に係る人件費 72,166 86,00093,864 87,594

分析 分析根拠

事業の方向性

継続

 ⑤ 事業の
　  有効性

課題に対応するとともに、公共施設の見直し方針に則り事業の進捗を図
ること（地区公民館）

成果指標の判断 3
社会教育及び生涯学習の振興に寄
与している

評価内容

3

3

33

3

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


